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アスファルト舗装ｔ=80mm

表層：密粒度ｱｽｺﾝ(13F)改質Ⅱ型t=40mm

基層：粗粒度ｱｽｺﾝ(20)t=40mm
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新橋CL 路面高
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150 150

200 橋長 5160

桁長 5060

支間長 4760

1.2%（現況勾配）

1.2%（計画勾配）

200

4.4%（現況勾配）

4.0%（計画勾配）

1.3%（計画勾配）

至 長和

深 ）線号4山1道（市

至 腰越

設計条件

上部工

基礎工

下部工

縦断勾配

道路規格

横断勾配

設計水平震度

雪荷重

形

式

支間長

幅　員

橋　長

桁　長

斜　角

活荷重

設計分類

重要度区分

道路橋

平面線形 直線区間

主桁・床版

ｺﾝｸﾘｰﾄ

地　覆

架設工法 クレーン架設

コンクリート

鉄筋 SD345

使

用

材

料

上

部

工

下

部

工

舗　装

鋼材

σck=24N/mm2　SD345

適用示方書
道路橋示方書・同解説　Ⅰ～Ⅴ編

(社)日本道路協会　(H29.11月)

アスファルト舗装　t=80mm

    伸縮装置 鋼製ジョイント

3種5級

A種

A活荷重（TL荷重）

鋼単純合成鋼桁橋

重力式橋台(想定)

直接基礎(想定)

5.160m

5.060m

4.800m

81°30′00″

1.50%両勾配

kh=0.25(Ⅱ種地盤)

無し

σck=30N/mm2 

SM400A、S10T

σck=24N/mm2

4.760m

1.20％

注）上部工補修であり、新設橋梁としての基準値

　　（地覆幅、橋座拡幅等）は考慮しない。

橋梁一般図
下流側

S=1:30(A1)
側面図　

平面図　

S=1:60(A3)

S=1:30(A1)

S=1:60(A3)

S=1:30(A1)
断面図　 S=1:60(A3)

図示
尺
縮

実施図

図面番号　1　/　19

A3→50%縮小図

上田市　都市建設部　丸子地域建設課

上田市腰越(腰越)

国補 道路メンテナンス事業 橋梁修繕工事

橋 梁 一 般 図

深山2号橋
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Uボルト

200A形(φ216.3用)

主桁

1-U.Flg 200x10(SM400A)

1-Web   465x 9(SM400A)

1-L.Flg 300x25(SM400A)

端横桁

CH-380x100x10.5x16(SS400)

中間横桁

CH-250x90x9x13(SS400)

RC床版t=180mm

アスファルト舗装ｔ=80mm

基層：粗粒度ｱｽｺﾝ(20)t=40mm
表層：密粒度ｱｽｺﾝ(13F)改質Ⅱ型t=40mm
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新橋CL 路面高
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150 150

200 橋長 5160

桁長 5060

支間長 4760

1.2%（現況勾配）

1.2%（計画勾配）

200

至 腰越

防護柵

599.80
599.862

至 長和

深 ）線号4山1道（市

ゴム支承（可動）ゴム支承（固定）

防護柵 防護柵

構造一般図

平面図 S=1:30

設計条件

上部工形式

縦断勾配

道路規格

横断勾配

設計水平震度

添加物

支間長

幅　員

橋　長

桁　長

斜　角

活荷重

設計分類

重要度区分

道路橋

平面線形 直線区間

主桁・床版

ｺﾝｸﾘｰﾄ

地　覆

架設工法 クレーン架設

使

用

材

料

上

部

工

舗　装

鋼材

σck=24N/mm2　SD345

適用示方書
道路橋示方書・同解説　Ⅰ～Ⅴ編

(社)日本道路協会　(H29.11月)

アスファルト舗装　t=80mm

    伸縮装置 鋼製ジョイント

3種5級

A種

A活荷重（TL荷重）

鋼単純合成鈑桁橋

5.160m

5.060m

4.800m

81°30′00″

1.50%両勾配

LEVEL1 kh=0.25(Ⅱ種地盤)

1.0kN/m (水道管）※上水道課にて別途発注

σck=30N/mm2 

SM400A,S10T

4.760m

1.20％

LEVEL2 タイプ1　kh=1.30x0.45=0.585

LEVEL2 タイプ2　kh=1.75x0.45=0.788

側面図 S=1:30 S=1:30断面図

端支点上横桁 中間横桁

図示
尺
縮

実施図

図面番号　2　/　19

A3→50%縮小図

上田市　都市建設部　丸子地域建設課

上田市腰越(腰越)

国補 道路メンテナンス事業 橋梁修繕工事

構 造 一 般 図

深山2号橋

KBH-EM1C-W90B1同等品以上

KBH-EM1C-W90B1同等品以上 KBH-EM1C-W90B1同等品以上

※上水道課にて別発注
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小座標原点

（X=0,Y=0）

CL

A1 A2

2           3           4           

CL

A1 A2

CL

A1

N
O.

0-
0 2

.5
70

  

N
O.

0+
0 2

.5
90

  

A2

変化点 側　点 Ｘ 座 標 Ｙ 座 標座 要　素

CL          

2              0-02.570   995.3035  1499.4654
R = ∞

3              0+02.590  1500.1512
R = ∞

4              0+04.590   988.2072  1500.4170

注

  990.1893

1. D1,D2点は設計上の確認点（1/4点）とする。

 線形図（その１）

平面線形 小座標の決定 ピア設定方法

平面図 S=1:30

横断線形

縦断線形

S=1:30断面図

図示
尺
縮

実施図

図面番号　3　/　19

A3→50%縮小図

上田市　都市建設部　丸子地域建設課

上田市腰越(腰越)

国補 道路メンテナンス事業 橋梁修繕工事

線形図(その1)

深山2号橋
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製作キャンバー

縦断勾配

基準線
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G1-G3 上で表示

支点上構造高表 単位(m)

S1(M) S2(F)

G1 G2 G3 G1 G2 G3

路面高(※1) Ｚ1 599.780 599.802 599.774 599.837 599.860 599.831

舗装厚 Ｈ1 0.080 0.080 0.080 0.080 0.080 0.080

床版厚 Ｈ2 0.180 0.180 0.180 0.180 0.180 0.180

ハンチ高 Ｈ3 0.030 0.030 0.030 0.030 0.030 0.030

桁高 Ｈ4 0.500 0.500 0.500 0.500 0.500 0.500

ソールプレート厚 Ｈ5 0.025 0.025 0.025 0.025 0.025 0.025

支承高 Ｈ6 0.037 0.037 0.037 0.058 0.058 0.058

モルタル厚 Ｈ7 0.058 0.080 0.052 0.094 0.117 0.088

構造高合計 ΣH 0.852 0.852 0.852 0.873 0.873 0.873

下部工天端高 Z2 598.870

※1. 路面高は腹板位置を示す。

構造座標表

(単位 mm)キャンバー表

S1  D1  C1  D2  S2  

G1  

δ 1-9     0.0     0.5     0.7     0.5     0.0

δ 10     0.0     0.0     0.0     0.0     0.0

δ 11     0.0     0.8     1.0     0.8     0.0

δ D     0.0     1.3     1.7     1.3     0.0

ｙ     0.0     1.4     2.9    4.3    5.7

Y     0.0     2.7 4.6 5.6 5.7

記号説明

δ 1-9 ： 死荷重たわみを示す

δ 10 ： クリープ

δ 11 ： 乾燥収縮

δ D ： 死荷重合計

ｙ ： 縦断勾配

Y ： 製作キャンバー

δ 1-9     0.0 0.5 0.6 0.5     0.0

δ 10     0.0     0.0     0.0     0.0     0.0

δ 11     0.0     0.8     1.1     0.8     0.0

δ D     0.0 1.3 1.7 1.3     0.0

ｙ     0.0

Y     0.0 2.7 4.6 5.6 5.7

δ 1     0.0 0.5 0.7 0.5     0.0

δ 10     0.0     0.0     0.0     0.0     0.0

δ 11     0.0     0.8     1.0     0.8     0.0

δ D     0.0 1.3 1.7 1.3     0.0

ｙ     0.0

Y     0.0 2.7 4.6 5.6 5.7

G2  

G3  
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    1.4     2.9    4.3    5.7
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 線形図（その２）

キャンバー図

注

1. D1,D2点は設計上の確認点（1/4点）とする。

構造高

図示
尺
縮

実施図

図面番号　4　/　19

A3→50%縮小図

上田市　都市建設部　丸子地域建設課

上田市腰越(腰越)

国補 道路メンテナンス事業 橋梁修繕工事

線形図(その2)

深山2号橋
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　 決定理由 上フランジ

下フランジ 　

　

断面構成図

断面形状図
支間中央での断面

G2G1 G3

 G1  G2  G3

注

1. D1,D2点は設計上の確認点（1/4点）とする。

注） P : 前死 D : 永続 L : D + L R : 相反 C : クリープ乾燥収縮 T : 温度差

H : 温度変化 S : 床版打設 W : 風 E : 地震 Q : 地震偶発 O : 衝突 下線は鋼断面

注） P : 前死 D : 永続 L : D + L R : 相反 C : クリープ乾燥収縮 T : 温度差

H : 温度変化 S : 床版打設 W : 風 E : 地震 Q : 地震偶発 O : 衝突 下線は鋼断面

注） P : 前死 D : 永続 L : D + L R : 相反 C : クリープ乾燥収縮 T : 温度差

H : 温度変化 S : 床版打設 W : 風 E : 地震 Q : 地震偶発 O : 衝突 下線は鋼断面
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図面番号　5　/　19

A3→50%縮小図

上田市　都市建設部　丸子地域建設課

上田市腰越(腰越)

国補 道路メンテナンス事業 橋梁修繕工事

断 面 構 成 図

深山2号橋
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注記

特記なき材質は、全てSM400Aとする。
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実施図

図面番号　6　/　19

A3→50%縮小図

上田市　都市建設部　丸子地域建設課

上田市腰越(腰越)

国補 道路メンテナンス事業 橋梁修繕工事

主桁図(その1)

深山2号橋
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A3→50%縮小図

上田市　都市建設部　丸子地域建設課

上田市腰越(腰越)

国補 道路メンテナンス事業 橋梁修繕工事

主桁図(その2)

深山2号橋
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A3→50%縮小図

上田市　都市建設部　丸子地域建設課

上田市腰越(腰越)

国補 道路メンテナンス事業 橋梁修繕工事

横 桁 図

深山2号橋
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0

140

98

235 235

図示
尺
縮

実施図

図面番号　9　/　19

A3→50%縮小図

上田市　都市建設部　丸子地域建設課

上田市腰越(腰越)

国補 道路メンテナンス事業 橋梁修繕工事

床 版 図

深山2号橋
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φ32x480

ゴ ム 支 承 

200x200x37

 φ28x450

 ゴ ム 支 承 

190x240x58

アンカー孔モルタル

φ100x360

 アンカー孔モルタル

φ100x320

補強格子鉄筋

D10x50x50

 補強格子鉄筋

D10x50x50
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4
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3
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4
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 沓座モルタル  沓座モルタル 

(CR Ge=0.8)

名　　称 寸　　法 材　　質 備　　考単位
数　　量

A2(M) 合 計

ゴ ム 支 承 (標準外)

190x240x58

図  示 枚

3  〃

200x200x37

  〃 〃

アンカーボルト・ナット

  〃

φ32x480

φ28x450   〃

組

〃 6

4.9補強格子鉄筋 D10x100x100 SD345 kg

沓座モルタル 無収縮モルタル m3

アンカー孔モルタル 無収縮モルタル m3

  〃

0.014

7.1 12.0

A1(F)

  〃

S35CN

3

6

3

6

3

6

※ 現場実測及び、協議の上寸法決定を行うこと。
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アンカーボルト・ナット

φ32x480

ゴ ム 支 承 
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アンカーボルト・ナット

 φ28x450

ゴ ム 支 承 

190x240x58
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°
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2@1700=3400

アンカーボルト・ナット

 φ28x450

ゴ ム 支 承 

190x240x58

アンカーボルト・ナット

φ32x480

ゴ ム 支 承 

200x200x37

1
5
0

1
5
0

F

M

2
22
5

2
22
5

コンクリート削孔 コンクリート削孔

コンクリート削孔 φ100x360(320) コンクリート削孔機 本 6 6 12

0.046

0.015

0.059 0.105

0.029

SGメッキ(平座金含む)

S= 1:10側 面 図

支 承 部

A1側 A2側

S= 1:10補強格子鉄筋配　置　図 S=1:50

断 面 図 S=1:20

平 面 図 S=1:20

支承詳細図

材   料   表

ゴム支承 S=1:5 アンカーボルト・ナット S=1:5

G1

G2

G3

28

50

32

t1

G1

G2

G3

64

87

58

t3

98

120

102

t2

134

157

128

t4

4
53

4
8
3

4
0
0

3
80

3
5
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3
7
0

300

360

290

350

図示
尺
縮

実施図

図面番号　10　/　19

A3→50%縮小図

上田市　都市建設部　丸子地域建設課

上田市腰越(腰越)

国補 道路メンテナンス事業 橋梁修繕工事

支 承 詳 細 図

深山2号橋
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▼A1胸壁

A2

move

A1

fix

▼Z1路面

LEVEL

▼S1支点部
▼A2胸壁▼S2支点部

▼橋座面

▼Z2橋座面

特記のない箇所はA1に同じ

1.2％
61.9

橋 座 詳 細 図

沓座モルタル工　A2沓座モルタル工　A1 沓座モルタル工　A1(A2)
側面図 正面図 側面図

沓座モルタル工　A1
側面図

沓座モルタル工　A2
側面図

センターライン　G2桁位置

センターライン　G2桁位置

橋座-路面構造高図　S=1:10

沓座モルタル工詳細図　S=1:10

　2.支承可動（Move）固定（Fix）は不明であり、設計上の設定値としている。

　1.施工に際しては、上部工撤去後の起工測量のうえ位置出しを行うこと。

　注)

　　上部工撤去後にアンカーキャップの形状（長孔の方が可動）を確認のうえ決定のこと。

　3.現況上部工の主桁支点部は、上部工撤去後に橋座の劣化状況を確認し、必要に応じて補修のこと。

図示
尺
縮

実施図

図面番号　11　/　19

A3→50%縮小図

上田市　都市建設部　丸子地域建設課

上田市腰越(腰越)

国補 道路メンテナンス事業 橋梁修繕工事

橋 座 詳 細 図

深山2号橋



橋面排水工図 S= 1:30

平面図

断面図

防水層詳細 S=1:5

桁端部地覆部

橋面導水管設置要領

伸
縮
装
置
箱

抜
き
部

″a″部詳細

SDL,SDRの断面図

固定金具

スラブドレーン取付詳細

スラブ補強筋

スラブドレーン詳細

TYPE-A

フレキシブルチューブ詳細

S=1:20

S=1:5

S=1:10

S=1:3

S=1:5

S=1:20 SDL,SDRの側面図 S=1:20

(製作数：2)

桁長　5060(CL上)

350 350防水層設置範囲　4360(L2上)
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防水層設置範囲　4360(R2上)
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横
断
勾
配

横
断

勾
配

縦断勾配

SDR

SDL

RC床版t=180mm

アスファルト舗装ｔ=80mm

1.5%1.5%

L1 L2

G1 G2 G3

R1R2
CL

GE1L2

R2

縦断勾配

GE1

L1

L2

横
断
勾

配

R1

R2

縦断勾配

S1

1.5%

G3

R1R2

G1

L1L2

″a″

床版配力筋

スラブ補強筋

固定金具

2-RB φ6 x 206(SR235)

8-RB φ6 x 300（SR235）

2

3

5

床版打設後 交換

4

固定金具

床版配力筋

フレキシブルチューブ φ25

(SUS304)

φ25 x 1000

縦断勾配

伸縮装置箱抜き部

縦断導水パイプ φ18(L=4.360m)

縦断導水パイプ φ18(L=4.360m)

伸縮装置箱抜き部

横断導水パイプ φ18(L=4.044m)

防水層(シート系)

導水パイプ φ18

導水パイプ φ18

成型目地材 t=5mm

(セロシールSS同等品以上）

(シルバーメッシュ同等品以上）

端部目地処理

防水層

（シート系）

スラブドレーン同等品以上

横断導水パイプφ18

導水パイプ φ18

成型目地材 t=5mm

(セロシールSS同等品以上）

(シルバーメッシュ同等品以上）

端部目地処理

防水層

（シート系）

パイラッククリップ主桁下フランジ

フレキシブルチュ－ブ

パイラック

φ18 導水パイプ

SDキャップ

フレキシブルチューブ 

ナット

フレキシブルチューブ(SUS304)

φ25x1000

表層：密粒度ｱｽｺﾝ(13F)改質Ⅱ型

基層：粗粒度ｱｽｺﾝ(20)

数  量名　称 単位 適　用

防水層面積 m2 シート系

12.76

端部目地処理材

成型目地材（t=5mm） m

m

17.44

導水パイプ φ18 m

スラブドレ－ン 個 2

橋面防水工数量

フレキシブルチューブφ25 m 2.00

1 - フレキシブルチューブ φ25 x 1000 (SUS304)

備 　 考

鋼管(亜鉛メッキ仕上げ)

鋼管(亜鉛メッキ仕上げ)

鋼管(亜鉛メッキ仕上げ)

フィルタ－(ステンレス)

1

3

4

2

5

補強筋

固定金具

スプリングフィルタ－

本体構成部品

本体構成部品

本体構成部品

本体構成部品

本体構成部品

部 材 名

8-RB φ6 x 300

2-RB φ6 x 206 SR235

SR235

1-φ34.0 x 35

1-φ42.7 x 130

1-φ34.0 x 110

1-φ42.7 x 70

1-φ34.0 x 80

寸 　 法

再生ＡＢＳ樹脂

鋼管(亜鉛メッキ仕上げ)キャップ付(2.3xφ60)

スラブドレ－ン TYPE-A 部材表 (SDL,SDR) 単位：mm

長(mm)

1000SDL,SDR

数量

2

小計(m)

2.000

合　計 2.000

12.76

12.76

図示
尺
縮

実施図

図面番号　12　/　19

A3→50%縮小図

上田市　都市建設部　丸子地域建設課

上田市腰越(腰越)

国補 道路メンテナンス事業 橋梁修繕工事

橋 面 排 水 工 図

深山2号橋



型

枠

材

※現場接合部は、パッキンに接着剤を塗布し接合すること。また、指定範囲に溶接を施すこと。

1.5％ 1.5％

名        称 材  質 合計数量 備  考

後打ちコンクリート 0.544 m3

伸 縮 装 置 材 料 表 

差し筋アンカー(D16用) 下部工側

SS400 合成ゴム
SD345 弾性シール材 車道用ブロフジョイントCDx型-20用

30 本

m8.240

通　し　筋 6 本

SD345

SD345 D16x4120

注1）排水パイプ長は、現地確認のうえ決定すること。

Ａ１数量

0.272 m3

15 本

3 本

接合部接着剤     --- 1 2

m4.120

遮水エッジ 個2 個4

シール材 1.2 ﾘｯﾀｰシリコン系 2.4 ﾘｯﾀｰ

バックアップ材 1.208 m 2.416 m

排水パイプ 2 本ステンレス 4 本 15Ax5000

SS400 
弾性シール材

Ａ２数量

15 本

0.272 m3

3 本

1

個2

1.2 ﾘｯﾀｰ

1.208 m

2 本

組 組組

m4.120

ア ン カ ー 筋 表

寸  法 Ａ１数量 Ａ２数量 合計数量 １本当り質量 合計質量 備  考

D16x530 15 本 本 0.827 kg 24.8 kg 上部工側3015 本

伸縮装置

D16x530

上部工

桁側

橋台側

ブロフジョイントＣＤｘ型 同等品以上
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シール材

遮水エッジ シール材

現場接合部

遮水エッジ

排水パイプ

遮水エッジ

排水パイプ

ブロフジョイントCDx型-20用

車道用

通し筋 D16

現場

差し筋アンカー D16用 アンカー筋 D16

弾性シール材

G

90°

G

90°

遮水エッジ

シール材

排水パイプ

バックアップ材

プライマー塗布

バックアップ材

シール材

後打ちコンクリート

24-12-20BB(W/C≦55%)

F

A1

M

A2

接合弾性シール材

81
°
30
′
0″

パラペット嵩上げ

パラペット嵩上げ

エッジ水遮

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ嵩上げ工

シール材 シール材

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ嵩上げ工

伸縮装置断面図 S= 1:5

車道用（二次止水構造タイプ）

伸 縮 装 置 詳 細 図

断 面 図 S=1:20

平 面 図 S=1:20

桁　側

S=1:5遮水エッジ

現場接合部詳細

止 水 処 理 図 S= 1:10

S= 1:5シール材充填図

配　置　図 S=1:50

S=1:10鉄 筋 加 工 図アンカー筋埋設図 S=1:20

ブロフジョイントCDx型(20用) 同等品以上 ブロフジョイントCDx型-20用 同等品以上

　注)

　　・上部工架設後、起工測量および計画高を考慮のうえ施工のこと。

　　・橋台パラペット幅は200mmであり、アンカー削孔・埋め込み時は躯体への損傷の無いよう配慮のこと。

　　・遮水エッジ、シール材充填のためパラペットを嵩上げる。地覆との取り合いに留意すること。 図示
尺
縮

実施図

図面番号　13　/　19

A3→50%縮小図

上田市　都市建設部　丸子地域建設課

上田市腰越(腰越)

国補 道路メンテナンス事業 橋梁修繕工事

伸縮装置詳細図

深山2号橋

24-12-20BB
(W/C≦55%)



・高欄長は主要横梁中心線上の実長寸法を示す。

・（  ）内寸法は平面長を示す。

接続部

貫通部

CL i=1.200
%

RR

L L

81°30′ 0″81°30′ 0″

桁長(5060) 50

A1 A2

橋長(5160)

50

0%支柱(5本) パネル L = 5060

BA × 2C

35010002 × 1180 = 23601000350

高欄長 5060

0%支柱(5本) パネル L = 5060

B A × 2 C

350 1000 2 × 1180 = 2360 1000 350

高欄長 5060
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・アンカーボルトは支柱中心線上で施工の事。

符号 ア イ

C(R-R) 350  347.5

F M

A2

B

1000

4×150

=600

200 200

350

15060

140

A

1180

6×150

=900

140 140

A1

C

1000

4×150

=600

200 200

350

150

140

60

符号 カ キ

B(R-R) 350  352.5

符号 サ シ

B(L-L) 350  352.5

符号 タ チ

C(L-L) 350  347.5

   防護柵図（その1）

9
0
0

9
0
0

高欄配置図 S=1/50

高欄姿図 S=1/50

L - L

各部詳細図

C(R-R)部

R - R

B(R-R)部

B(L-L)部 C(L-L)部

ア

イ
支柱中心線

主要横梁中心線 カ

キ
支柱中心線

主要横梁中心線

シ

サ

支柱中心線

主要横梁中心線

チ

タ

支柱中心線

主要横梁中心線

図示
尺
縮

実施図

図面番号　14　/　19

A3→50%縮小図

上田市　都市建設部　丸子地域建設課

上田市腰越(腰越)

国補 道路メンテナンス事業 橋梁修繕工事

防護柵図(その1)

深山2号橋



端　部

貫通部

S=1/10高欄取付詳細図

KBH-EM1C-W90B1　同等品以上 接続部
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350

材料表 KBH-EM1C-W90B1

符号 名称 寸法 材質 単重(kg/本) 個数 重量(Kg) 記事

165x250(125)x6.0x6.0 SS400 16.5 10 165.0支柱1

φ114.3x4.5×1317.5 STK400 16.1 4 64.4 B,C 部

φ114.3x4.5×1175.0 STK400 14.3 4 57.2 A 部
主要横梁

121.6小計

2

φ76.3x4.2×1317.5 STK400 9.84 4 39.4 B,C 部

φ76.3x4.2×1175.0 STK400 8.78 4 35.1 A 部
下段横梁

74.5小計

3

φ76.3x2.8×1317.5 STK400 6.69 4 26.8 B,C 部

φ76.3x2.8×1175.0 STK400 5.97 4 23.9 A 部
手摺

50.7小計

4

φ34.0x2.3×1150.0 STK400 2.07 4 8.3 A 部

φ34.0x2.3×970.0 STK400 1.75 4 7.0 B,C 部

φ34.0x2.3×305.0 STK400 0.55 4 2.2 B,C 部 (端部)

補助横梁

17.5小計

5

FB6x25x324 SS400 0.38 56 21.3縦格子6

M16x45 4.6以上 0.12 32 3.8 PW・SW付

M12x35 8.8 0.06 20 1.2 PW・SW付

M12x35 4.6 以上 0.06 20 1.2 PW・SW付

M8x55 SUS 0.04 20 0.8 N・2PW・SW付

M12x30 4.6 以上 0.05 4 0.2 PW・SW付

M8x55 SUS 0.04 4 0.2 N・2PW・SW付

セットボルト

7

8

9

10

11

12

M20x260 8.8 0.90 20 18.0 3N(強度区分8)・(特)PW・SW付

M20x200(六角全ねじ) 4.6 以上 0.64 20 12.8 N(強度区分8)・(特)PW・SW付
アンカーボルト

13

14

100x12x100 SS400 0.94 20 18.8アンカープレート15

φ101.6x5.7x300 STK400 4.05 6 24.3 主要横梁用

φ63.5x6.0x300 STKM13A 2.55 6 15.3 下段横梁用

φ65.0x3.5x150 STK400 0.80 6 4.8 手摺用

スリーブ

16

17

18

φ114.3x4.5 SS400 0.72 4 2.9

φ76.3x3.2 SS400 0.33 4 1.3

φ76.3x3.2 SS400 0.33 4 1.3

φ34.0x3.2 SS400 0.09 4 0.4

エンドキャップ

19

20

21

22

0.27 4 1.1ブラケット23

合　　計 55.2 kg/m 10.120 m 559.0

注記
・N；ナット、PW；平座金、SW；バネ座金を示す。

・製品の表面処理は「JIS H8643」溶融亜鉛アルミニウム合金めっき(Mg入り)

本体はHZA50A「主要部材の平均膜厚50μm以上」とし、

その上に焼付塗装、膜厚を60μｍ以上とする。

ボルト、ナット類、アンカープレートはHZA36A「平均膜厚36μm以上」とする。

又、SUSは無処理とする。

32x4.5x242 SS400

   防護柵図（その2）

t6

φ44

PL 22t

支柱中心

4-28×35長穴
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図示
尺
縮

実施図

図面番号　15　/　19

A3→50%縮小図

上田市　都市建設部　丸子地域建設課

上田市腰越(腰越)

国補 道路メンテナンス事業 橋梁修繕工事

防護柵図(その2)

深山2号橋



6 0イ3 51

G

M -1
599.62

LEVEL

道路中心線(測量中心線)

LEVEL

道路中心線(測量中心線)

A 2
A 1

至 腰越

至 長和

A 1

F

A 2

M

G L

舗
装

切
断

3
.
4
ｍ

舗
装

切
断

3
.
0
ｍ

取付舗装12.31 m2

取付舗装12.67m 2

水道管（添架）

下水管（独立）

深
山
沢
川

至 腰越

至 長和

（市道 深山14号線）

電柱吊り

中部電力

土留め擁壁

現況 路面高

新橋CL  路面高▽

　　KBM　　
H=60 0.00

パラペット嵩上げ

場所打ち擁壁 場所打ち擁壁
パラペット嵩上げ

1. 2% (計画勾配=現況勾配）

表層工(再生密粒度アスコン20F) t=5cm

上層路盤工(M-25）t=10cm

下層路盤工(RC40～0) t=20cm

舗装厚合計35㎝

舗装厚合計35㎝

表層工(再生密粒度アスコン20F) t=5cm

上層路盤工(M-25）t=10cm

下層路盤工(RC40～0) t=20cm

4. 0%（現況勾配）

4.0% (計画勾配）

1.3 %（計画勾配）

1.3 %（現況勾配）

嵩上げコンクリート
A1下流側

嵩上げコンクリート
A1上流側

嵩上げコンクリート 嵩上げコンクリート
A2上流側 A2下流側

視線誘導標(反射板)
A2上流側設置数：2基

視線誘導標(反射板)
A2上流側設置数：3基

A2上流側設置数：2基
視線誘導標(反射板)

ガードレール設置 Gr-C-2B L=4000
建込式・擁壁部天端プレート固定

現橋CL

新橋CL

20 0

5 0

1 50

5 0

1 5 0

2 0 0

42 8 0

取付舗装340 0取付舗装34 00

路肩盛土(下流側)4 00 0

3 40 0 3 40 0
（市道 深山14号線）

橋長5160

桁長5060

支間長4760

路肩盛土(上流側)35 00

路肩盛土(下流側)30 00

路肩盛土(上流側)30 00

1500 1500

3000

1700 1700

3400

1 5 0

50

1 50

50

橋長5160

桁長5060

支間長4760

8 1ﾟ 30′
00″

5 00

2000
500

2000

2 0 02 00

伸縮後打ちコン控除

上流側W170×(ﾊﾟﾗﾍﾟ～路面H77+地覆立上りH200)×L210mm
下流側W230×(ﾊﾟﾗﾍﾟ～路面H77+地覆立上りH200)×L210mm

ﾊﾟﾗﾍﾟW200×H63×L4360mm

伸縮後打ちコン控除

ﾊﾟﾗﾍﾟW200×H3×L4360mm

上流側W170×(ﾊﾟﾗﾍﾟ～路面H137+地覆立上りH200)×L210mm
下流側W230×(ﾊﾟﾗﾍﾟ～路面H137+地覆立上りH200)×L210mm

嵩上げコンクリート　D13差し筋アンカー

嵩上げコンクリート　D13差し筋アンカー

地覆

地覆

210

27
7

63

210

3
3
37

嵩上げ工

平面図　 S=1: 50(A1)
S=1:100(A3)

付 帯 工 図
S=1:100(A3)

(下流側)

S=1: 50(A1)側面図　

S=1:60(A3)
S=1:30(A1)

A1側

A2側

断面図　 S=1:100(A3)
S=1: 50(A1)

A1側

A2側

　　A1上流側のGrが未設置のため、既設Grと同様転落防止および支線誘導を目的に設置を行う。

　　土留め擁壁部分は建込みが困難なため、天端にベースプレートで固定する構造とする。

　　線形を考慮し前後道路と橋梁に段差が生じないよう地覆面にビームが沿う位置に設置すること。

　3.ガードレール設置

　　地覆立上り面）に留意すること。

　　幅について上流側170mm、下流側230mmで見込んでいるが上部工架設後の取り合い（橋台外面～

　　伸縮装置と併せて施工し、後打ちコンクリート及び止水材との取り合いに留意して施工すること。

　2.パラペット嵩上げ工

　1.取付舗装

　注)

視線誘導標(反射板) Gr差込式・両面

N=2+2+3=7基

A1側下流+A2側上流+A2側下流

A1・A2取付部
路肩盛土パラペット嵩上げ工

A1上流：0.17×0.20×(0.077+0.20)=0.0094

A1下流：0.23×0.20×(0.077+0.20)=0.0127

A2下流：0.23×0.20×(0.137+0.20)=0.0155

A2上流：0.17×0.20×(0.137+0.20)=0.0114

型枠

A2上流：0.17+0.17+0.20×(0.137+0.20)=0.1819

A1上流：0.17+0.17+0.20×(0.077+0.20)=0.1495

A1下流：0.23+0.23+0.20×(0.077+0.20)=0.1828

A2下流：0.23+0.23+0.20×(0.137+0.20)=0.2224

差し筋アンカー

0.0094+0.0127+0.0114+0.0155=0.049m3

0.1495+0.1828+0.1819+0.2224=0.736m2

コンクリート　24-12-25BB(W/C≦55%)

A1側上流

L=4.00m

ガードレール設置 Gr-C-2B基礎建込

取付舗装工

土工(平均掘削深)

掘削

表層工(再生密粒度アスコン20F) t=5cm

上層路盤工(M-25） t=10cm

下層路盤工(RC40～0) t=20cm

舗装工

ケミカルアンカー2本/箇所 N=8本

SD345鉄筋(Π形)1-D13×680・0.67㎏/箇所　N=4本・2.7㎏

L=3.50+3.00+3.00+4.00=13.50m

A1側：（（0.35-0.12）+　0.35）/2 = 0.29m

A1側：0.29×12.31ｍ2＝3.56ｍ3

A2側：（（0.35-0.12）+　0.35）/2 = 0.29m

A2側：0.29×12.67ｍ2＝3.67ｍ3

3.56+3.67=7.23m3

A1側：12.31ｍ2

A2側：12.67ｍ2

12.31+12.67=24.98m2

　　上部工架設後、起工測量のうえ橋梁部（伸縮装置）と段差の無いよう摺り付けること。

　　路面高は現況と変わらない計画である。舗装範囲は調査時ひび割れ損傷が見受けられ、かつ施工

　　継ぎ目のある範囲としている。

図示
尺
縮

実施図

図面番号　16　/　19

A3→50%縮小図

上田市　都市建設部　丸子地域建設課

上田市腰越(腰越)

国補 道路メンテナンス事業 橋梁修繕工事

付 帯 工 図

深山2号橋
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電柱吊り

NTT架空線

中部電力架空線

引込み線付替え位置

引込み線付替え

盛土延長15100

荷
重
支
持
境
界
線

荷
重
支
持
境
界
線

1000
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敷鉄板 t22×B1500×L3000 24枚

仮設工　土工（盛土）
B=3.1m2　L=15.1m
3.1×15.1＝46.8m3

6600

（田）

1：
1.
0 (盛土)

（倉庫敷地）（現道）

(ラフテレーンクレーン)

25t吊りトラッククレーン

H=6.4～5.5m程度
中部電力(倉庫引込み)付替え

H=5 m程度
NTT

H=7m程度
中部電力
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G R - 2 5 0 N - 5  作 業 半 径 - 揚 程 図

作業半径(m)

横断図　S=1:30(A1)
　S=1:60(A3)

A1側クレーン設置箇所

施工計画図(その１)
仮設工・クレーン設置

　S=1:100(A1)平面図 　S=1:200(A3)

吊荷重量　撤去：RC床版+主桁4分割≒3.9t　架設：鋼桁≒0.4t

電柱移設を考慮　・・・・移設回避し存置

以上より、25tラフター、吊荷3.9tの場合下記の作業半径で検討を行う。

張り出し幅6.6m、吊荷4.35t⇒作業半径14m　・・右岸据え付けOK

クレーン撤去・架設　注）

荷重支持離隔を考慮　・・詳細検討により16t⇒25tラフターに変更

　施工時点での現場状況で地盤支持力を計算確認し考慮すること。

※クレーン設置箇所の最大ジャッキ反力は26.9t(メーカー値)であるが、

現場諸条件

・田、倉庫敷地の借地⇒承諾

・倉庫引込み線の移設⇒可能

・倉庫上空のクレーン旋回⇒可能

図示
尺
縮

参考図

図面番号　17　/　19

A3→50%縮小図

上田市　都市建設部　丸子地域建設課

上田市腰越(腰越)

国補 道路メンテナンス事業 橋梁修繕工事

施工計画図(その1)

深山2号橋



コンクリート殻運搬　　0.13　×　3　×　16　=  6.24m
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    L=0.13m

L=5.16m

断面図（現況）　S=1:30

断面図（撤去）　S=1:30

方杖材

カッター切断

深
山
沢
川

G L

下流側

側面図　S=1:30

平面図　S=1:30

A1 A2

A1 A2A1 A2

至 腰越 至 長和

LEVEL

520 0

2 0 516 0 2 0

428 0

2
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9

9
1
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8
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9

L=5.16m

Φ200　L=0.13m

L=5.16m

L=5.16m

Φ200　L=0.13m

Φ200　L=0.13m

Φ200　L=0.13m

Φ200　L=0.13m

Φ200　L=0.13m

吊孔削孔Φ150　L=0.13m
    1箇所3孔

吊孔削孔Φ150　L=0.13m
1箇所3孔

Φ200　L=0.13m

    L=0.13m

ホールインアンカー Ｌアングル

上水管：切断撤去

下水管：防護養生

足場工

板張・シート張防護

5.20 　×　4.40　=　22.88m2

撤去数量

15.52  /  4    =  3.88t   ≒　3.9t

6.21 ×　2.50　=　15.52t

床版　+　主桁   =  6.2 1m3

舗装   = 1.93m3

1.93 ×　2.35　=　4.5t

0.86 ×　2.50　=　2.15t

地覆　+　高欄   =  0.36　+　0.50　=  0.86m3

高欄　0.26　×　0.26　×　0.59　×　4　　=  0.16

　　　0.14　×　0.23　×　4.64　×　2　　=  0.30

　　　0.16　×　0.16　×　0.38　×　4　　=  0.04

　　　       0.36　＋　0.50　=  0.86m3

地覆　0.15　×　0.23　×　5.16　×　2　　=  0.36

　　　0.16　＋　0.30　＋　0.04　=  0.50

解体・撤去工事

舗装撤去

アスファルト舗装版撤去　　3.94　×　5.16　=  20.33m2

　　　　20.33　×(　0.11　＋　0.08　)/　2　=  1.93m3

アスファルト塊運搬　　 　　　　　　　　　　=  1.93m3

床版のブロック解体撤去

吊孔削孔　Φ150　　0.13　×　3　×　16　=  6.24m

床版切断用削孔　Φ200　　0.13　×　6　=  0.78m

カッター切断　5.16　×　3　=  15.48m

主桁（橋体）分割

主桁転倒防止工　　  =  4桁

主桁縁切り　　=  8支承

主桁（橋体）の撤去

トラッククレーン工法　　=  1日

トラッククレーン（ラフテレーンクレーン）賃料　　=  1日

　　(0.13　×　4.4　＋　0.4　×  0.31　×　4)×　5.16　=　5.51

　　 0.3　×　0.31　×　0.30　×  4　×　2　=　0.22

　　 1.3　×　0.3　／　2　×  0.31　×　4　×　2　=　0.48

　　 5.51　＋　0.22　＋　0.48　　=　6.21m3

平面図（撤去）　S=1:30
Ｌアングル

ホールインアンカー

ワイヤーブリッジ足場

ワイヤーブリッジ足場定着具アンカー
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0

砂防余裕高

河川余裕高

▽HWL

　注)

　1.撤去にあたり、コンクリート片の落下やカッター切断時の

　　余剰水などが河川汚染しないよう防護養生を施すこと。

　2.支承可動（Move）固定（Fix）は不明であり、設計上の設定値としている。

　　上部工撤去後にアンカーキャップの形状（長孔の方が可動）を確認のうえ決定のこと。

　3.その他施工時現場状況に応じて必要仮設がある場合は協議により追加すること。

図示
尺
縮

参考図

図面番号　18　/　19

A3→50%縮小図

上田市　都市建設部　丸子地域建設課

上田市腰越(腰越)

国補 道路メンテナンス事業 橋梁修繕工事

施工計画図(その2)

深山2号橋

※上水道課にて別発注

下部工

形式

橋　　格

橋　　長

上部工

幅員構成

斜　　角

架設年次 昭和9(1934)年

RCT桁橋

重力式橋台

5.2m

全幅:4.40m　有効:3.94m

θ=81°

勾配 縦断

横断

舗　　装

床　　版 ｺﾝｸﾘｰﾄ t=13cm（想定）

三等橋　W=6tf（想定）

ｱｽﾌｧﾙﾄ t=8～11cm（想定）

現橋橋梁諸元

1.5%　 　　1.5%

A1　　　 P2

1100 1100 1100 1100

吊孔削孔　φ50

床板切断用削孔

床板切断用削孔

カッター切断

床板切断用削孔

カッター切断

床板切断用削孔

カッター切断

床板切断用削孔

床板切断用削孔

床板切断用削孔

吊孔削孔　φ50



施工計画図(その３)
上部工架設
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　 (上部工幅員)

(下部工幅員)
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地覆足場

吊り足場

中間部端部

ワイヤーブリッジ転用足場

地覆足場

（板張・シート張り防護）

地覆足場

（板張・シート張り防護）

仮設足場数量

7.7
7.7
15.4

地覆足場(板張・シート張防護)
上流側：(0.70+0.80)×5.16＝
下流側：(0.70+0.80)×5.16＝

7.7 + 7.7＝

21.1

m2

m2
m2

m24.80×4.40＝

G2 G3

G1 G2 G3

G1 G2 G3

G1 G2 G3

G1 G2 G3

G1 G2 G3

上部工架設フロー

吊足場(板張・シート防護）

（板張・シート張り防護）
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砂防余裕高

河川余裕高

▽HWL

連続使用

１沓座、支承据付工

上部工撤去

　1.上部工撤去後、起工測量を実施し、架設箇所の位置出しを行う。

　2.部材の取り合いに十分留意し、沓座モルタルを施工のうえ、支承（パッド沓）を据える。

２.Ｇ２～Ｇ３桁架設工 　1.まず中央のG2桁を架設し、次に下流側のG3桁を架設する。

　2.支承アンカーバーで仮固定後、中間横桁～端横桁の順で架設する。

３.Ｇ３～Ｇ１桁架設工

吊足場に転用

　1.最後に上流側のG1桁を架設する。

　2.支承アンカーバーで仮固定後、中間横桁～端横桁の順で架設する。

　3.高力ボルトにより本締めを行う。

４.床版工

　2.床版配筋、地覆配筋後、床版コンクリートを打設し養生を行う。

　1.桁架設後、型枠＋支保工設置で床版打設の下地を組む。支保工は桁下フランジで支持する。

５.橋面工

足場撤去

　1.防護柵の設置取付。

　2.伸縮金物設置および止水処理、後打ちコンクリートの打設。

　3.床版防水工（防水層～導水・排水設備の設置））を施工する。

　4.アスファルト舗装の舗設。

　（5.上水道の添架支持材～本管の接続添架復旧）

ワイヤーブリッジ足場

図示
尺
縮

参考図

図面番号　19　/　19

A3→50%縮小図

上田市　都市建設部　丸子地域建設課

上田市腰越(腰越)

国補 道路メンテナンス事業 橋梁修繕工事

施工計画図(その3)

深山2号橋
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